
2広報もとみや5月号

本
宮
市
誕
生

２
０
０
７
年
１
月

２
０
０
８
年

３
月
１
日
発
行

２
０
０
９
年

11
月
１
日
発
行

２
０
１
０
年

11
月
１
日
発
行

２
０
１
１
年

３
月
30
日
発
行

バックナンバーでふり
かえる広報もとみや

2

「本宮市」誕生「本宮市」誕生
新しい歴史の第一歩が踏み出されました

平成19年1月1日

　

平
成
19
年
１
月
１
日
、
本
宮
町
と
白
沢
村
が
合
併
し
、

「
本
宮
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

人
口
、
３
１
、
７
５
４
人
（
平
成
19
年
１
月
１
日
現

在
）、
面
積
８
７
・
９
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
本
宮
市
」

と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
２
町
村
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
文
化
、
産
業

を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
水
と

緑
と
心
が
結
び
合
う
、
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

　
　

「
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ
と
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
宮
市
長
職
務
執
行
者

岡　

部　

善　

宜

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
新
し
い
市
「
本
宮
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。

　

本
宮
町
と
白
沢
村
が
一
つ
と
な
り
、
３
２
，
０
０
０
市
民
の
大
き
な
夢

と
希
望
を
担
い
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と
心
が
結
び
合
う
、

未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
夢
の
実
現

に
向
け
て
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
が
輝
く
と
こ
ろ
に
「
ま
ち
」
の
輝
き
が
あ
り
、
人
が
幸
せ
を
感
じ
る

と
こ
ろ
に
「
ま
ち
」
の
豊
か
さ
が
あ
る
と
申
し
ま
す
。

　

新
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高
齢
化
や
地
方
分
権
社
会
に
対
応
で
き

る
行
政
基
盤
を
確
立
し
な
が
ら
、
活
力
の
あ
る
「
ま
ち
」
を
造
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
「
明
る
く
豊
か
な
ふ
る
さ

と
」
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
新
し
い
本
宮
市
の
限
り
な
い
発
展
の
た
め
、
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

開庁式で市民や来賓を前に式辞を述べる岡部本宮市長職務執行者
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広報もとみや　平成19年1月

１月４日１月４日１月４日
本宮市役所で開庁式
白沢総合支所で開所式
本宮市役所で開庁式
白沢総合支所で開所式

１
月
１
日
は

各
行
政
委
員
へ
辞
令
交
付

　

本
宮
市
が
誕
生
し
た
１
月
１
日

は
、
岡
部
善
宜
市
長
職
務
執
行
者

が
条
例
・
規
則
等
の
告
示
や
教
育

委
員
会
委
員
、
消
防
団
長
な
ど
各

行
政
委
員
へ
の
辞
令
交
付
を
行
い

ま
し
た
。

　

仕
事
始
め
と
な
る
１
月
４
日
に

は
、
本
宮
市
役
所
（
旧
本
宮
町
役

場
）
と
白
沢
総
合
支
所
（
旧
白
沢

村
役
場
）
に
お
い
て
、
開
庁
式
、

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
役
所
の
開
庁
式
は
、
８

時
10
分
か
ら
市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル

で
、
岡
部
善
宜
本
宮
市
長
職
務
執

行
者
（
前
白
沢
村
長
）、
佐
藤
嘉

重
旧
本
宮
町
長
、
高
松
義
行
旧
本

宮
町
議
会
議
長
、
根
本
善
裕
旧
白

沢
村
議
会
議
長
、
蛭
田
勇
成
福
島

県
県
北
地
方
振
興
局
長
ら
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
市

旗
が
披
露
さ
れ
、
岡
部
本
宮
市
長

職
務
執
行
者
か
ら
は
、「
合
併
新

法
下
で
全
国
初
め
て
の
新
設
、
対

等
合
併
市
と
な
る
。
地
理
的
条
件

を
最
大
限
に
生
か
し
、
心
か
ら
沸

き
出
る
知
恵
す
な
わ
ち
「
英
知
」、

そ
し
て
全
市
民
を
心
か
ら
慈
し
む

政
治
「
仁
政
」
の
拠
点
と
し
て
本

宮
市
役
所
を
こ
こ
に
開
庁
す
る
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、「
本
宮
市
」
誕
生
を
祝
い

ま
し
た
。

　

白
沢
総
合
支
所
の
開
所
式
お
よ

び
仕
事
始
め
の
式
は
、
午
前
10
時

か
ら
総
合
支
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
白
沢
総
合
支
所
銘
板
の
除
幕

が
さ
れ
た
後
、
岡
部
市
長
職
務
執

行
者
か
ら
の
訓
示
が
あ
り
ま
し

た
。市

民
の
皆
さ
ん
も

　
　

早
く
か
ら
来
庁

　

１
月
４
日
は
、
窓
口
業
務
も
通

常
通
り
午
前
８
時
30
分
か
ら
行
わ

れ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
早
く
か
ら

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

市　　章

　本宮市の頭文字「も」
をモチーフにデザイン
化。
　「豊かな自然（水・緑・
川）」「飛翔する鳥」「合
併の２町村」をイメー
ジすると共に、未来に
向かって飛躍・発展す
る新市を力強くシンボラ
イズしています。

　

１
月
１
日
に
岡
部
市
長
職
務
執
行
者

か
ら
辞
令
を
受
け
る
川
名
榮
消
防
団
長

訓示

新市第１号のバイクナンバーの交付
を受ける加藤寿幸さん（青田字羽山）

白沢総合支所銘板の除幕をする岡部市長職務執行者と佐久間和夫支所長

▲

　

岡
部
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
訓
示
を

受
け
る
支
所
職
員

▲

昔
な
が
ら
の
養
蚕
用
具
と
蚕

の
安
全
や
多
収
祈
願
の
お
札

が
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に

白
沢
地
区
の
養
蚕
の
歴
史

「
白
沢
の
養
蚕
関
係
用
具
」
が

国
の
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
に

白沢の養蚕

養蚕用具の保存と活用

■
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
「
え
ぽ
か
」オープニングセレモニーでの愛称披露

上右：

上左：

下右：

下左：

■
明
る
く
開
放
的

　
　

白
沢
地
区
の
拠
点
施
設

オープニングセレモニーでのテープカット

上右：

上左：

下右：

下左：

石川　良訓さん
（白岩字堤崎）

▼
利
用
さ
れ
た
方
の
感
想服部　智恵さん

（本宮字塩田入）

◆
問
い
合
わ
せ
先

白沢総合支所
ダイヤルイン（直通電話）導入のお知らせ

地域振興 課　☎44－2113
市 民 福 祉 課　☎44－2114
産 業 建 設 課　☎44－2115

上川　悦子さん
（本宮字千代田）

▼
利
用
さ
れ
た
方
の
感
想

白沢総合支所
本宮市民元気いき

いき

応援プラザ（愛称：え
ぽか）
ききいきききいきいき

ええぽぽか）えぽかぽか）））か）白沢総合白沢白沢総沢総合合

新しい２つの
応応応応援プ応援応援ププラ

拠点施設が
落成・オープン
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広報もとみやNo.1
【特集：本宮市誕生】
本宮町と白沢村が合併して誕生した本宮市。
市章は本宮市の頭文字の「も」をイメージ。
広報の歴史もここから始まりました。

広報もとみやNo.15
【特集：白沢の養蚕関係用具】
白沢地区の養蚕用具と養蚕の安全と多収祈願
のお札が国の有形民俗文化財として登録され
ました。白沢は昔養蚕が盛んな地域でした。

広報もとみやNo.47
【特集：市勢映像作成】
約１年間をかけて作成した市勢映像が完成し
ました。旧町・村の歴史と本宮の四季の移ろ
いを収めた映像になっています。

広報もとみやNo.35
【特集：えぽか・支所が落成】
白沢総合支所とえぽか（元気いきいき応援プ
ラザ）がこの年落成しました。現在まで市に
欠かせない施設として利用されています。

広報もとみや号外No.1
３月11日の東日本大震災を受け、震災と原
発事故に関する最新情報をお届けするため広
報もとみやの号外を発行しました。現在まで
発行を続けています。

おかげさまで

広報もとみや発刊100号
これからも読んでもらえる広報を！

おおか
祝



3 広報もとみや5月号

平
成
19
年
１
月
に
旧
本
宮
町

と
旧
白
沢
村
が
町
村
合
併

を
し
誕
生
し
た
本
宮
市
。
広
報
も

と
み
や
は
、
平
成
19
年
１
月
か
ら

始
ま
り
、
今
月
号
で
発
刊
１
０
０

号
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
月
１
回
、

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
、
市
の
話
題

や
、
頑
張
る
皆
さ
ん
の
姿
・
笑
顔

を
届
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
を
受
け
、
休
刊
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
広
報
も
と
み
や
号
外
を

発
行
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
で
き

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

下
の
年
表
で
は
、
創
刊
か
ら
１

年
ご
と
に
、
広
報
広
聴
係
が
特
に

印
象
に
残
っ
た
特
集
・
で
き
ご
と

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
大
き
な
流
れ
を
広
報
も
と

み
や
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
と
重
ね

合
わ
せ
、
ふ
り
か
え
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
広
報
紙

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て

い
る
現
代
。
欲
し
い
情
報
を
探
す

の
は
容
易
で
す
。
し
か
し
、
そ
こ

に
は
出
典
が
あ
い
ま
い
な
も
の
も

少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
広
報
紙
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
確
か
な
情
報
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
行
政

の
ど
う
し
て
も
堅
く
な
り
が
ち
な

内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
も

の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
広
報
も
と
み
や

が
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ

れ
る
広
報
紙
に
な
る
よ
う
、
努
力

を
重
ね
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

２
０
１
１
年

５
月
１
日
発
行

２
０
１
２
年

８
月
１
日
発
行

２
０
１
３
年

9
月
１
日
発
行

２
０
１
４
年

2
月
１
日
発
行

２
０
１
５
年

４
月
１
日
発
行

3 広報もとみや 9 月号 2広報もとみや 9 月号

と
も
に
誇
れ
る
郷
土
に

　

７
月
31
日
、
埼
玉
県
上
尾
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

両
市
の
市
民
の
皆
さ
ん
約
３
６
０
人

が
見
守
る
な
か
、『
上
尾
市
・
本
宮
市

友
好
都
市
協
定
締
結
式
』が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

上
尾
市
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
支
援
と
し
て
、
平
成
23
年
３
月

26
日
か
ら
24
日
間
、
本
宮
市
を
拠
点

と
し
て
福
島
県
へ
緊
急
消
防
援
助
隊

を
派
遣
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

継
続
的
な
支
援
・
交
流
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
11
月
11
日
に
災

害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
ほ
か
、
上
尾
市
と
本
宮
市

の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
会
を
は
じ

め
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
交
流
、
民
俗
芸
能
で
の
市

民
交
流
に
加
え
、
市
議
会
や
区
長
会

に
お
い
て
も
研
修
な
ど
を
通
し
た
交

流
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
経
済
な
ど
幅
広
い
分
野
に

わ
た
り
、両
市
の
交
流
の
絆
を
深
め
、

将
来
に
わ
た
っ
て
共
に
一
層
の
発
展

に
努
め
ま
す
。

市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
婚
約

　

上
尾
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

ア
ッ
ピ
ー｣

と
本
宮
市
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー｢

ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん｣

が
７

月
31
日
、
婚
約
し
ま
し
た
。
協
定
式
と

同
日
に
行
わ
れ
た
婚
約
式
で
は
、
将
来

の
結
婚
を
誓
い
合
い
そ
れ
ぞ
れ
誓
約
書

へ
の
サ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

福
島
県
の｢

キ
ビ
タ
ン｣

、
埼
玉
県
の

｢

コ
バ
ト
ン｣

、
郡
山
市
の｢

が
く
と
く

ん｣

な
ど
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
二
人

を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ア
ッ
ピ
ー
と
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
を
通
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
交
流
が
で
き

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

１.昨年8月の上尾市・陸前高田市との剣道交流会／２.あげお
産業祭では本宮の特産品を販売しました／３.ちょっと素顔の
もとみやの旅では、上尾市民の皆さんが本宮市内を見学しま
した

上
尾
市
・
本
宮
市

友
好
都
市
協
定
締
結

上
尾
市
職
員
で
現
在
本
宮
市
役
所
に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

奥
隅
さ
ん
が
本
宮
市
の
印
象
と
上
尾
市
の
名
所
を
紹
介
し
ま
す

3 １2

街
角

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

上
尾
市
の「
観
光
名
所
」紹
介

▲ 佐藤 幸さん・まりえさん
（上尾市愛宕）

奥隅雄一さん。
今年4月、上尾市から
本宮市へ赴任

実は自転車のまちの上尾。広々としたサイクリン
グロードを思い切り走り抜けられます。

とても広い敷地の公園です。春は桜、夏は花しょうぶ、
秋は紅葉など季節それぞれでいろんな花が楽しめます。

1
万
発
以
上
打
ち
上
げ
る
あ
げ
お
花
火
大

会
。
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
り
、

盛
り
上
が
り
ま
す
。（
8
月
上
旬
）

夏の風物詩のどろいんきょ。いんきょ神輿と呼ばれる
神輿を土の上で転がすことを｢どろいんきょ｣と言います。
（7月下旬）

あげおサイクリングロード

あげお花火大会

上尾丸山公園

平方祇園のどろいんきょ

婚約しました

本宮市は、空気が
きれいで星がきれ
いで人がやさしく
田んぼと自然が多
いところ
私はそう感じてい
ます！
私の住んでいる上
尾を紹介します。

特
集

特
集

TOPICS 話 題題

5 広報もとみや 2 月号 4広報もとみや 2 月号

市内住所で公立幼稚園・保育所
へ通う第１子は、所得税非課税
世帯で無料、課税世帯は一律月
額5,000円を助成。第２子につい
ては、すべて無料へ
私立についても、公立を限度額
に助成。（詳しくは15ページ）

子どもたちの運動機会の確保
と体力向上のため「しらさわグ
リーンパーク記念樹の杜」の敷
地を利用し、屋外遊び場を整
備する。

小・中学校の学習環境の向上
と児童生徒の健康保持のため、
市内の全10校の教室などにエ
アコンを設置予定。

残る除染の進行をスピード
アップし、安全で安心な空間
づくりをする。また、残り5地
区の仮置場を春までに決定し、
設置を進めていく。

コンビニ収納・ゆうちょ銀行
収納を4月より、これまでの7
科目から16科目へ拡大予定。
また、コンビニ収納は24時間
納付可に。

今年で3回目となる復興の集い
を3月9日（日）と3月11日（火）の
2日間の実施を予定しており、
本宮市民の歌の発表などを行
う。

本
宮
市
民
憲
章
が

　

制
定
さ
れ
ま
し
た

わ
た
く
し
た
ち
は
、
美
し
い
安
達
太
良
山
を
望
み
、

阿
武
隈
川
の
豊
か
な
流
れ
に
は
ぐ
く
ま
れ
、
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

未
来
に
大
き
な
夢
を
抱
い
て
躍
進
す
る
本
宮
市
の
市
民
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
本
宮
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
、

新
し
い
文
化
を
創
造
し
、
自
然
と
共
に
生
き
る
住
み
よ
い
も
と
み
や
を

つ
く
る
た
め
に
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す

本
宮市

民
憲
章

１
．
水
と
緑
を
大
切
に
す
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。　

２
．
支
え
あ
い
の
輪
が
広
が
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

３
．
豊
か
な
文
化
を
は
ぐ
く
む
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

４
．
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

５
．
元
気
に
働
き
、
夢
を
実
現
す
る
も
と
み
や
を
つ
く
り
ま
す
。

　

１
月
９
日
、
高
松
市
長
は
報
道
陣

に
対
し
、
年
頭
の
記
者
会
見
を
開
き
ま

し
た
。
市
長
は
、「
未
来
に
つ
な
が
る
震

災
・
災
害
か
ら
の
復
興
」、「
定
住
促
進

に
つ
な
が
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」、

「
安
心
に
つ
な
が
る
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」を
課
題
に
、
保
育
料
無
料
化・

一
部
助
成
を
含
む
６
つ
の
今
年
の
計
画

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

1
月
14
日
、
本
宮
市
に
浪

江
町
避
難
者
の
た
め
の
復
興

公
営
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、

樵き
こ
り

隆
男
福
島
県
企
画
調
整
部

避
難
地
域
復
興
局
長
立
ち
会

い
の
も
と
、
馬
場
有
浪
江
町
長

と
高
松
義
行
本
宮
市
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

高
松
市
長
は
、「
復
興
へ
の

次
の
ス
テ
ー
ジ
の
た
め
、
避
難

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
良
質
な
復

興
公
営
住
宅
を
作
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
育
料
無
料
化
・
一
部
助
成
へ

復
興
公
営
住
宅
建
設
へ

馬
場
町
長
は「
人
間
生
活
を
営

む
以
上
、
住
宅
は
か
か
せ
な

い
。
本
宮
市
で
の
住
宅
を
基
礎

に
生
活
再
建
・
復
旧
復
興
を
考

え
て
い
け
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

復
興
公
営
住
宅
は
、
復
興

庁
・
県
・
浪
江
町
が
住
民
意
向

調
査
を
行
っ
た
結
果
を
ふ
ま

え
て
、
浪
江
町
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
市
が
今
後
候
補
地
の
選

定
を
進
め
、
早
期
の
完
成
を
目

指
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
共
通
の
目
標
で
あ
り
、
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
市
民

憲
章
の
制
定
に
向
け
て
、
市

民
の
代
表
者
な
ど
12
人
に
よ

る「
本
宮
市
市
民
憲
章
及
び

市
民
の
歌
検
討
委
員
会
」で

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
文
案
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
と
し
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
に

と
っ
て
親
し
み
や
す
く
印
象

深
く
感
じ
ら
れ
る
憲
章
、
音

読
し
た
時
に
心
地
よ
く
耳
に

入
っ
て
く
る
憲
章
、
簡
潔
で

わ
か
り
や
す
い
憲
章
を
制
定

し
た
い
と
し
て
検
討
委
員
会

で
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
１
月
１
日

付
で「
本
宮
市
民
憲
章
」が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、こ
の
市
民
憲
章
が
、

各
種
会
合
・
式
典
・
大
会
な

ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
集
ま
る

場
で
唱
和
さ
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
慣
れ
親
し
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

▲ 報道陣を前に平成26年の計画を発表する高松市長

▲ 協定書を取り交わした馬場町長（左）と高松市長（中央）
立ち会いの樵避難地域復興局長（右）

▲協定書にサインする馬場町長と高松市長

市
長
年
頭
記
者
会
見
を
開
く

①幼稚園・保育所保育料の全額・一部助成

④スマイルキッズパークの屋外遊び場建設

②小・中学校へのエアコン設置

⑤放射能除染・仮置場設置の推進

③コンビニ収納・ゆうちょ銀行収納の拡大

⑥「本宮市復興の集い2014」の開催

福
島
復
興
へ
の
新
た
な
一
歩

広報もとみやNo.67
【特集：本宮駅東口広場・スマイルキッ
ズパークオープン】
本宮駅東口広場が完成し、旧保健センターに
スマイルキッズパーク屋内遊び場がオープン
しました。

広報もとみやNo.85
【特集：市民憲章制定】
本宮市民の心をひとつにするため市民憲章を
制定しました。また、この年市民の歌「みず
いろのまち」も制作されました。

広報もとみやNo.52
【特集：東日本大震災】
震災から１カ月半後の本宮の現状をお伝えし
ました。大きく割れた道路、避難を余儀なく
された方々など大きな爪あとを残しました。

広報もとみやNo.80
【特集：友好都市協定締結】
震災以降さまざまな支援をいただいていた上
尾市と友好都市協定を締結しました。同時に
まゆみちゃんとアッピーが婚約。

広報もとみやNo.99
【特集：来訪ウィリアム王子】
英国のウィリアム王子が本宮市のスマイル
キッズパークを訪れました。子どもたちと触
れ合い、記念植樹をされました。

　 旧町村広報紙の歴史

昭和34年 7月 1日発行
「広報もとみや」No.1

最終号は、閉町にあたって当時の佐藤嘉重町長と
高松義行議長が町民へメッセージを送った。

最終号は、白沢の宝として、多くの村民の皆さん
の笑顔の写真を掲載しました。

昭和33年10月1日発行
「白沢村政たより」No.1

平成18年12月1日発行
「広報もとみや」No.516

平成18年12月1日発行
「広報しらさわ」No.535

旧本宮町の広報紙

旧白沢村の広報紙


